
指標

（厚労省共通指標）

Process

期間 各指標の計算式と分母・ 分子の項目名 分母・ 分子の解釈 

分子 インフルエンザワクチンを予防接種した職員数 

※卵アレルギーや接種に伴う重篤な副作用の既往

等医学的根拠のある理由で接種不可能な職員を除

く  

分母 職員数

収集

期間
年1回 

調整

方法

14 職員の予防接種 職員におけるインフルエンザワクチン予防接種率 

・ 医療機関を受診する患者は、免疫力が低下していることが多く 、病院職員からの感染を防止する必要がある。
接種率が高い場合には、院内感染防止対策に積極的に取り組んでいると評価できる。 

最小値 60. 54 25％値 78. 46 中央値 87. 63 75％値 93. 80 最大値 100. 00  

回答病院 35施設 

指標の意義 

指標の計算式、分母・ 分子の解釈 

2024年間数値報告 

考察・ 分析 

 回答病院数について、2023年に比べて回答病院数が5病院減少しました。  

90％以上の接種率となったのは13病院と、回答数全体の約35％となり、昨年と比較すると約10％の減少とな

りました。ここ数年全体的に接種率が減少していることについて、その原因は明らかではありません。2023年

はインフルエンザワクチンの供給数が減少していることを接種率の減少と関連付けていましたが、2024年は供

給数が改善したにも関わらず引き続き接種率が減少していることから、ワクチンの供給数との相関はないと考

えるのが妥当かと考えられます。  

インフルエンザと新型コロナウイルス感染症のいずれも、今後の生活で共存していかなければならない感染

症の一つであり、医療従事者は引き続きその曝露にさらされやすい環境にいることは論を待ちません。医療従

事者自身を守るため、ひいては患者さんを守るためにも、予防接種率維持の取り組みは継続されるべきだと考

えます。  
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